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病原体が体の中に侵入する経路は、あまり聞かない言葉だと思いますが、垂直
感染と水平感染の2種類です。

垂直感染は、妊娠中や出産で、病原体が赤ちゃんに感染することをいい、母子感
染と言えば分かりやすいと思います。

代表的な病気は、風疹やトキソプラズマ、B型肝炎です。

人や物といった感染源から周囲に拡大し、日常生活で起こりやすいのが水平感染
で、接触感染・飛沫感染・空気感染

媒介物感染の4つに分類できます。
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はじめに接触感染ですが、これは、
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次に飛沫感染ですが、これは
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空気感染は、
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媒介物感染は
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続いて、感染防止の方法について、少し詳しく説明していきます。

飛沫感染防止の方法として、マスク着用をあげました。マスクにはいくつかの種類
があります。表の左側から見ていきましょう。N95マスクは、０.3μm以上の微粒子を
95％以上遮断し、かつ着用している部分からの空気の漏れ率を10％以内に抑え
る機能のあるマスクで、主に医療機関で使用されています。真ん中のサージカル

マスクとは、材質が「不織布」で、一時期、品不足のため入手が困難になったマス
クです。そのこともあり、自家製の布マスクや、おしゃれを重視したポリウレタンマ
スク

が出てきました。マスク着用の最大の目的は、咳やくしゃみをする人の飛沫を、他
人に吸い込ませないようにすることです。不足したサージカルマスクの代用として

やむを得ず、再利用や、他の素材のマスクを着用しています。マスクの効果を上
げるためにも、鼻やあごから空気が漏れないようにしっかりとノーズワイヤーを鼻
の形に

合わせることと、あごまで覆い、自分に合ったサイズのものを使うようにお願いしま
す。食事でテーブルの上に置くときは、内側が天井に向かないよう２つ折りか、

表面（外側）を天井向きにします。すべてのマスクに共通するのですが、表面に病
原体が付着している可能性がありますので、着脱時には表面を触らないように

しなければなりません。もし触ってしまったら、目や鼻、口を触る前に、必ず手洗い
や消毒を行いましょう。また、マスクには、飛沫感染予防以外にも、着用することで

鼻や口を触る機会を減らし、またのどの乾燥を防ぎ、病原体の付着の予防にもつ
ながります。
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続いて消毒薬についてです。

手指は、石けんを泡立てた手洗いが有効です。物理的に病原体を流します。流水
が使用できない状況の場合、消毒用アルコールを用います。

当初、70～95%が有効濃度と言われていましたが、60％以上でも一定の効果があ
ることが分かりました。手洗い後、手が濡れたままアルコールを

吹きかける方がいらっしゃいますが、その場合、濃度が薄まりますので、お勧めし
ません。しっかり手が洗えたのであれば併用の必要はありません。

また手指のアルコールですが、病原体に15秒以上さらさないと、不活化しません。
ちょこっと垂らす程度では効果は期待できませんので、しっかり付けてください。

手が触れたところなどの環境面の消毒は、消毒用アルコール、次亜塩素酸ナトリ
ウム溶液にも使いましょう。

ただし、消毒用のアルコールは万能薬と思われがちですが、冬季に流行するノロ
ウイルスやロタウイルスには、ほとんど効果がありません。

この場合、次亜塩素酸ナトリウム溶液を使いましょう。次亜塩素酸ナトリウムを使
用する際は、においが強いので換気しながら消毒してください。

また、手指につくと肌荒れを起こしますので、必ずゴム手袋を着用しましょう。
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冬場に流行するノロウイルスと、新型コロナウイルスの環境面での消毒では、次
亜塩素酸ナトリウムの濃度が異なりますので、ご注意ください。

ノロウイルスには0.02%、新型コロナウイルスには0.05％です。 流行期、施設で
は希釈した次亜塩素酸ナトリウム溶液を作り置きする場合が

あります。次亜塩素酸ナトリウムの溶液は、ボトルを開封して希釈（1～0.05％）す
ると、室温ではｐHの低下や紫外線のため約１か月で

塩素濃度が50％低下します。その都度、作ることが理想ですが、遮光された茶色
のびんで完全に密封すれば１％、0.1％については１か月間は

ほとんど濃度の低下はありません。

次亜塩素酸ナトリウム溶液に似た次亜塩素酸水という消毒液があります。さまざ
まな製法で作られている酸性の液体で、あまり汚染されていない環境面の

消毒・除菌については有効塩素濃度80ppm以上の次亜塩素水であれば効果があ
りますが、ヒタヒタにして10分放置後に拭き取るという消毒方法です。

次亜塩素酸ナトリウムを水で薄めれば次亜塩素水が作れるということはありませ
ん。他に、家庭用洗剤の界面活性剤も消毒効果があることが分かってきています
。

新型コロナウイルス感染者が使用した場所の消毒が困難な場合、感染者が使用
しなくなってから72時間経てば、消毒しなくても感染の心配はありません。
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濃厚接触者は、調査結果を踏まえて、保健所が判断しますが、簡単に言い換える
と、感染した人が発症した日の２日前以降に会った人で

適切な感染予防策（マスク）なしで、１ｍ以内の距離で、15分以上の接触があった
人としています。他にも３密や、換気の状況も踏まえて

判断しています。
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